
アームダクト（活性炭廃棄処理装置用）

活性炭廃棄処理装置本体（1-7620-12）別売り

φ50アームダクト（フード色：クリア） 1-7620-21

φ75アームダクト（フード色：クリア） 1-7620-22

φ50アームダクト（フード色：ホワイト） 1-7620-23

φ75アームダクト（フード色：ホワイト） 1-7620-24



製品の性能に影響をおよぼしたり、故障の原因になります
下記の項目を必ず、お守りいただきますようお願いします　　　　

製品を安全に正しくお使いいただくために、必ず、お守りください
誤った使い方をすると死亡や重傷を負ったり、火災・感電の原因になります

　　　　

警告

製品を安全に正しくお使いいただくために、必ず、お守りください
誤った使い方をするとケガをしたり、火災・感電の原因になります

　　　　

注意



変色、さび、故障の原因となるおそ

れがあります。�



1. アームダクト各部名称

1. 本体連結部

2. 角度調整のノブ

3. ダンパー

4. スイベルバンド

5. 吸込口

A B C D Total

φ75アームダクト 3 joints 250 640 530 260 1680 2.4

φ50アームダクト 3 joints 250 640 540 250 1680 1.4

Extraction Arm, Length(mm) Weight
(kg)

Model

2. アームダクトフードの種類

フード カラー サイズ 品番

φ75アームダクト クリア 1-7620-22

φ75アームダクト ホワイト 1-7620-24

φ50アームダクト クリア 1-7620-21

φ50アームダクト ホワイト 1-7620-23

種類 アームダクト

400×140
(φ×H mm)

280×180
(φ×H mm)

フード



3. フード組立（φ75 アームモデル）

フードを装着する際は、以下の手順で組み立てを行ってください。

１）ドーム型フードを下記の図のようにアーム部分の内側の 4つの突起に合わせ結合します。

２）結合されていない残りの 4つの穴には同梱されているボルト（M４）4個で、プラスドライ

　　バーを使用し締結します。
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4.　アームダクトと本体の連結

(1) フードジョイントとミドルジョイント部をしっかり支えたまま、連結用ソケットと 移動型

　　フィルター排気装置の上部にある 4つの各ホールを下図のように合わせます。

＊Φ50 アームフードを取り付ける際は、スペーサー板をアームフードと本体の間にセットして

　からボルトで締結してください。

(2) 4 つのホールにプラスドライバーを使用して、それぞれボルト (M6) を締めます。

(3) 図のようにボルトキャップ (M6) を各ホールに差し込みます。 

　　(ボトルキャップ除去時はマイナスドライバーを使用 )

活性炭廃棄処理装置

（別売り）

スペーサー
板
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（別売り）

(4) 分解する時は、組立の逆の順で行います。

haraku1
スタンプ

haraku1
長方形



5.　フードの選択と使用角度調整

特性：ドーム型フードの開口面積を大きくすると、吸引風量が同じ場合、開口部の風速（面

速）は低下します。 

これは故障ではなく、吸引範囲を広げるための構造上の特性です。

開口を大きくすると発生源が広い拡散しやすい場合など、広い範囲を捕集したい用途に適し

ます。

フードを取り外し（または発生源に近づける）発生源が限定的で、一点を確実に捕集したい

用途に適します。

フードは、開口部を発生源に向けて斜めに設置することを推奨します。 

一般的には、ドーム型フードの場合、水平位置で使用するよりも 20〜30 度程度傾けて使用

する方が効率的です。

また Φ400mm のドーム型フードを使用する時、ドーム内の全高 (140mm) の半分の位置であ

る 70mm の地点で使用するのが効率的です。
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6.　関節アームの角度調節

関節型アームフードの角度調整が必要な場合は、以下の手順に従って操作してください。

(1) 図のように、各ジョイントにある Adjusting knob を反時計回りに回して固定された

アームを緩めます。

• 使用中は、フードに顔を近づけて化学物質のガスなどを吸入しないよう

に細心の注意を払ってください。

• 使用中、使用者の目と鼻は、必ずフードよりも上にある必要があります。

• 使用中にフード内部に異物が吸入しないように注意してください。吸入

された異物を除去しないとフードの性能低下の原因となります。

(2) アームを希望の角度にしてから、Adjusting knob を時計回りに回して固定します。

この時、各ジョイントがなす角度を 90 ～ 130 度にすると、空気が円滑に流れるようになり

ます。

(3) 使用後は、関節アームが場所を取らないように片側に折りたたんで固定します。
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• 製品の Socket Joint には製品の重量を

支えるためのスプリングが内蔵されてい

ます。 Socket joint を 180 度以上逆に曲

げると関節が破損しますので、絶対に定

められた角度以上曲げないように注意し

てください。

• Arm を反対側で使用したい場合は、

Socket joint を無理に曲げないで、左図

のように Socket joint の上の回転部を

利用して製品を回転させて使用してくだ

さい。

ダクトの中を通過する風量を調整または遮断するために、C- アームにあるダンパーを使用

することができます。

外部換気装置に連結された関節アームダンパーを使用すると、調整装置なしでアーム自体

の風量を自由に調整したり一時的に遮断したりできます。

フィルターボックス連結時にも、ダンパーを利用すると、コントロールパネルの風量調節

用ノブによって決定された風量をさらに微調整または遮断することもできます。

図の OPEN/CLOSE の位置を参考にして、ハンドルを適切な方向に調整して使用してください。

7.　ダンパー (Damper) による風量調整

【正しい回転方法】
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品         名

住         所

お  客  様

ご  住  所

型         式

機         番

保 証 期 間

お買い上げ日

取り扱い店名

アームダクト

お買い上げ日より 1年間

様

担当者印

TEL:

TEL:

年　　　月　　　日

Made in Japan
2026 年 5 月 第 1版

製品に関する最新の情報を弊社ホーム
ページでご案内しています｡     

 次の代表型番のＱＲコードからアクセス
してください。

（1-7620-21）

ＱＲコードは株式会社デンソーウェーブ
の登録商標です。
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